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瀧浪貞子教授 略年譜 ・著作 目録

　
　
　
　
略
　
　
年
　
　
譜

一
九
四
七
年
八
月
　
　
　
大
阪
府
布
施
市
に
生
ま
れ
る

一
九
六
六
年
三
月
　
　
　
大
阪
府
立
高
津
高
等
学
校
卒
業

一
九
六
七
年
四
月
　
　
　
京
都
女
子
大
学
東
洋
史
学
科
入
学

一
九
七

一年
三
月
　
　
　
京
都
女
子
大
学
東
洋
史
学
科
卒
業

一
九
七

一
年
四
月
　
　
　
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程

(日
本
史
専
攻
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
学

一
九
七
三
年
三
月
　
　
　
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程

(日
本
史
専
攻
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

修
了

一
九
七
三
年
四
月
　
　
　
京
都
女
子
大
学
大
学
院
研
修
者

一
九
七
四
年
四
月
　
　
　
東
大
阪
私
立
樟
蔭
中
学
校
講
師

一
九
七
五
年
四
月
　
　
　
平
安
博
物
館
嘱
託
職
員

一
九
八

一
年
四
月
　
　
　
京
都
女
子
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

一
九
八
二
年
四
月
　
　
　
京
都
女
子
大
学
文
学
部
専
任
講
師

一
九
八
六
年
四
月
　
　
　
京
都
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

一
九
九
二
年
四
月
　
　
　
筑
波
大
学
歴
史
人
類
学
系
非
常
勤
講
師

一
九
九
二
年

一
一
月
　
　
文
学
博
士
の
学
位
授
与

(筑
波
大
学
)

一
九
九
四
年
四
月
　
　
　
京
都
女
子
大
学
文
学
部
教
授

二
〇
〇
三
年
四
月
　
　
　
京
都
造
形
芸
術
大
学
非
常
勤
講
師

二
〇
=
二
年
三
月
　
　
　
京
都
女
子
大
学
を
定
年
退
職

　
　
　
　
著
　
作
　
目
　
録

　
　
　
　
　

〔著
書
　
※
単
著
〕

人
物
探
訪

・
日
本
の
歴
史
2
　
　
　
　
　
　
暁
教
育
図
書
　
　
　
　
　
一
九
七
五
年
五
月

　
(王
朝
の
貴
族
)

人
物
探
訪

・
日
本
の
歴
史
16
　
　
　
　
　
　
暁
教
育
図
書
　
　
　
　
　
一
九
七
五
年
九
月

　
(歴
史
の
女
性
)

日
本
女
性
の
歴
史
3
　
　
　
　
　
　
　
　

暁
教
育
図
書
　
　
　
　
　
一
九
七
七
年

一
一
月

　
(宮
廷
を
彩
る
才
女
)

日
本
女
性
の
歴
史
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暁
教
育
図
書
　
　
　
　
　
一
九
七
八
年
五
月

　
(鎌
倉
時
代
の
女
傑
)

ジ
ュ
ニ
ア
日
本
の
歴
史
2
　
　
　
　
　
　

小
学
館
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
八
年
七
月

　
(貴
族
の
さ
か
え
)

日
本
女
性
の
歴
史
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暁
教
育
図
書
　
　
　
　
　
一
九
七
八
年
七
月

　
(源
平
悲
劇
の
女
性
)

日
本
女
性
の
歴
史
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暁
教
育
図
書
　
　
　
　
　
一
九
七
八
年
八
月

　
(輝
け
る
女
帝
と
后
)

史
料
京
都
の
歴
史
3

(政
治

・
行
政
)　
　

京
都
市
史
編
さ
ん
所
　
　
一
九
七
九
年

一
月

京
都
の
社
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
府
文
化
財
保
護
基
　

一
九
八
〇
年

一
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
編

探
訪
日
本
の
古
寺

(京
都
二
)　
　
　
　
　

小
学
館
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
〇
年
八
月

探
訪
日
本
の
古
寺

(京
都

一
)　
　
　
　
　

小
学
館
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
〇
年

一
一
月

史
料
京
都
の
歴
史
4

(市
街

・
生
業
)　
　

京
都
市
史
編
さ
ん
所
　
　

一
九
八

一
年

一
月

探
訪
日
本
の
古
寺

(京
都
四
)　
　
　
　
　

小
学
館
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八

一
年

一
月

日
本
歴
史
展
望
3

(平
安
)　
　
　
　
　
　

旺
文
社
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八

一
年
五
月

探
訪
日
本
の
古
寺

(京
都
三
)　
　
　
　
　

小
学
館
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八

一
年
五
月

日
本
史
の
舞
台
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
英
社
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
二
年
四
月

　
(平
安
の
夢
路
を
た
ど
る
)

京
都
千
年

(四
)
御
所
と
別
業
　
　
　
　
　
講
談
社
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
四
年
九
月

猪
名
川
町
史

一

(古
代

・
中
世
)　
　
　
　

兵
庫
県
猪
名
川
町
　
　
　

一
九
八
七
年
九
月

恭
仁
京
棄
都

(『賀
茂
町
史
』
巻

一
)　
　
　
京
都
府
賀
茂
町
　
　
　
　

一
九
八
八
年
三
月
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史 窓

薬
子
の
変
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

一
法
規
出
版
　
　
　
　
一
九
八
八
年
六
月

　
『平
安
王
朝
の
武
士
』
戦
乱
の
日
本
史
2

国
境
の
里
　

　

　

　

　

　

　

　

　
思
文
閣
出
版

　

　

　

　
一
九
九

一
年

一
月

　
『京
都

・
大
枝
の
歴
史
と
文
化
』

平
安
京
の
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
川
弘
文
館
　
　
　
　
　
一
九
九

一
年
二
月

　
『古
代
を
考
え
る
平
安
の
都
』

平
安
の
都
城
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
凡
社
　
　
　
　
　
　
　一
九
九

一
年
三
月

　
『史
料

・
京
都
の
歴
史
1
概
説
』

※
平
安
建
都

(日
本
の
歴
史
五
)　
　
　
　

集
英
社
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九

一
年

一
〇
月

※
日
本
古
代
宮
廷
社
会
の
研
究
　
　
　
　
　
思
文
閣
出
版
　
　
　
　
　
一
九
九

一
年

一
一
月

女
帝
三
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P
H
P
研
究
所
　
　
　
　
一
九
九
二
年
七
月

　
『歴
史
街
道
を
ゆ
く
』

藤
原
薬
子
-
平
安
定
都
を
も
た
ら
す
薬
子
　
京
都
新
聞
社
　
　
　
　
　
一
九
九
三
年
三
月

　
の
変
i

　
『千
年
の
息
吹
き
』
上
巻

平
安
京
の
移
り
変
わ
り
　
　
　
　
　
　
　

新
人
物
往
来
社
　
　
　
　
一
九
九
三
年
五
月

　

『新
視
点
日
本
の
歴
史
』
三
巻
古
代
編

　
-

平
城
京
か
ら
平
安
京
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
新
聞
社
　
　
　
　
　
一
九
九
三
年

一
〇
月

　

『京
都
の
歴
史
』
1

貴
族
の
生
涯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
小
学
館
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
三
年

一
二
月

　

『日
本
歴
史
館
』

斎
宮
と
斎
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
館
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
三
年

=
一月

　

『日
本
歴
史
館
』

都
市
の
原
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
談
社
　
　
　
　
　
　
　

一
九
九
四
年
三
月

　

『京
都
の
歴
史
と
文
化
』
1

大
内
裏
の
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

角
川
書
店
　
　
　
　
　
　
一
九
九
四
年
六
月

　

『平
安
京
提
要
』

小
史

「京
都
御
所
」　
　
　
　
　
　
　
　

講
談
社
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
四
年
八
月

　

『京
都
の
歴
史
と
文
化
』
6

平
安
時
代
の
天
皇
は
な
ぜ
遷
都
し
な
か
っ　
文
英
堂
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
四
年
九
月

　
た
の
か

　
『日
本
の
歴
史
を
解
く

一
〇
〇
話
』

平
安
宮
の
構
成

『よ
み
が
え
る
平
安
京
』　

淡
交
社
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
五
年
五
月

桓
武
天
皇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
英
堂
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
五
年
九
月

　
『日
本
の
歴
史
を
解
く

一
〇
〇
人
』

散
位
と
散
位
寮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
文
閣
出
版
　
　
　
　
　
一
九
九
五
年

一
〇
月

　
『公
家
と
武
家
1
そ
の
比
較
文
明
史
的

　
考
察
1
』

宮
城
図

。
解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
文
閣
出
版
　
　
　
　
　
一
九
九
六
年

一
二
月

※
最
後
の
女
帝

孝
謙
天
皇
　
　
　
　
　
　

吉
川
弘
文
館
　
　
　
　
　
一
九
九
八
年
八
月

斎
王
と
女
帝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
陽
書
房
　
　
　
　
　
　
一
九
九
九
年

一
〇
月

　
『斎
王
の
道
』

山
科
寺
と
興
福
寺
ー
藤
原
氏
の
氏
寺
の
成
　
思
文
閣
出
版
　
　
　
　
　
一
九
九
九
年

一
一
月

　
立
ー

　
『公
家
と
武
家
I
l

「家
」
の
比
較
文

　
明
史
的
研
究
1
』

※
帝
王
聖
武
-
天
平
の
勤
き
皇
帝
ー
　
　
　
講
談
社
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
〇
年

一
二
月

薬
子
の
変
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
品
社
　
　
　
　
　
　
　二
〇
〇
三
年
六
月

　
『平
安
京
の
光
と
闇
ー
貴
族
社
会
の
実

　
像
1
』

※
女
性
天
皇

(集
英
社
新
書
)　
　
　
　

集
英
社
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
四
年

一
〇
月

近
江
国
と
平
安
京
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　滋
賀
県
日
野
町
　
　
　
　
二
〇
〇
五
年
二
月

　
『近
江
日
野
の
歴
史
』
第

一
巻

古
代
女
帝
論

『女
人
の
万
葉
集
』　
　
　
　

笠
間
書
院
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
七
年
三
月

　
(高
岡
市
万
葉
歴
史
館
論
集
10
)

聖
武
天
皇
の
夢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滋
賀
県
甲
賀
市
　
　
　
　
二
〇
〇
七
年

=

一月

　
『甲
賀
市
史
』
第

一
巻

王
朝
の
甲
賀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滋
賀
県
甲
賀
市
　
　
　
　
二
〇
〇
七
年

=

一月

　
『甲
賀
市
史
』
第

一
巻
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瀧浪貞子教授 略年譜 ・著作 目録

紫
式
部
と
そ
の
時
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
弘
文
館
　
　
　
　
　
二
〇
〇
八
年
七
月

　
『源
氏
物
語
を
読
む
』

政
争

・
反
乱
と
大
仏
造
立
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
弘
文
館
　
　
　
　
　
二
〇
〇
八
年
九
月

　
『万
葉
集
を
読
む
』

伊
勢
斎
王
制
の
創
始
　
　
　
　
　
　
　
　
　竹
林
書
房
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
九
年
五
月

　
『王
朝
文
学
と
斎
宮

・
斎
院
』

陽
成
天
皇
廃
位
の
真
相
ー
摂
政
と
上
皇

・

思
文
閣
出
版
　
　
　
　
　
二
〇
〇
九
年

一
二
月

　
国
母
1

　
『平
安
京
と
そ
の
時
代
』

王
族
渡
来
人
の
軌
跡
ー
百
済
王
氏
と
桓
武
　
学
生
社
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

一
〇
年
三
月

　
天
皇
1

　
『古
代
大
和
の
謎
』

※
奈
良
朝
の
政
変
と
道
鏡
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
弘
文
館
　
　
　
　
　
二
〇

=
二
年
三
月

　
　
　
　
　

〔編
著

・
監
修
〕

藤
原
道
長
V
S
石
原
慎
太
郎
　
　
　
　
　
学
習
研
究
社
　
　
　
　
　二
〇
〇
一
年
四
月

　
『六
年
の
学
習
』
四
号

貴
族
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ポ
プ
ラ
社
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇

一
年
四
月

　
(調
べ
学
習
日
本
の
歴
史
12
)

聖
武
天
皇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
プ
ラ
社
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
四
年
四
月

　

(徹
底
大
研
究
　
日
本
の
歴
史
人
物
シ

　
リ
ー
ズ
9
)

歴
代
天
皇

・
女
帝
早
わ
か
り
手
帖
　
　
　
　
三
笠
書
房
　
　
　
　
　
　二
〇
〇
五
年
三
月

古
代
国
家
の
誕
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
文
化
社
　
　
　
　
　二
〇
〇
七
年

一
二
月

　
(ビ
ジ
ユ
ア
ル
版

「
日
本
史

一
〇
〇
〇

　
人
」
)

平
安
王
朝
の
時
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
文
化
社
　
　
　
　
　
二
〇
〇
七
年

一
二
月

　

(ビ
ジ
ュ
ア
ル
版

「
日
本
史

一
〇
〇
〇

　
人
」
)

源
氏
物
語
を
読
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
川
弘
文
館
　
　
　
　
　
二
〇
〇
八
年
七
月

日
本
の
歴
史
1

(旧
石
器
～
平
安
時
代
)　

ポ
プ
ラ
社
　
　
　
　
　
　二
〇
〇
九
年
三
月

　
　
　
　
　

〔テ
キ
ス
ト
〕

N
H
K
高
校
講
座

『歴
史
で
み
る
日
本
』　

日
本
放
送
出
版
協
会
　
　
一
九
九

一
年
四
月

　
(古
代
後
期
V

平
安
京
の
新
京
ー
藤
原
京

・
平
城
京

・
長
　
京
都
造
形
芸
術
大
学
　
　
二
〇
〇
二
年
四
月

　
岡
京
、
そ
し
て
平
安
京

『京
都
学
』

国
家
鎮
護
と
御
霊
会
-
延
暦
寺

・
東
寺

・

京
都
造
形
芸
術
大
学
　
　
二
〇
〇
二
年
四
月

　
神
泉
苑

『京
都
学
』

み
や
こ
の
変
貌
-
池
亭
記

・
平
安
京
外
　
京
都
造
形
芸
術
大
学
　
　
二
〇
〇
二
年
四
月

　
『京
都
学
』

　
　
　
　
　

〔論
文

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
〕

利
稲
率
徴
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『史
窟
』
32
号
　
　
　
　
　一
九
七
四
年
三
月

客
作
児
役
の
史
的
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
『古
代
文
化
』
27
1
2
　
　
一
九
七
五
年
二
月

　
ー
臨
時
雑
役
の
源
流
を
さ
ぐ
る
ー

歳
役
の
終
焉
-
慶
雲
三
年
二
月

一
六
日
勅
　
『史
窟
』
33
号
　
　
　
　
　
一
九
七
五
年
三
月

　
に
み
え
る

「安
穏
条
例
」
を
め
ぐ
っ
て
1

造
宮
職
と
造
宮
役
夫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『歴
史
公
論
』
11
　
　
　
　
一
九
七
六
年

一
〇
月

里
内
裏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『歴
史
公
論
』
7
　
　
　
　
一
九
七
七
年
七
月

歴
代
遷
宮
論
-
藤
原
京
以
後
に
お
け
る
ー
　
『史
窩
』
36
号
　
　
　
　

一
九
七
九
年
三
月

上
皇
別
宮
の
出
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『史
窩
』
38
号
　
　
　
　

一
九
八
〇
年

一
二
月

　
ー
後
院
の
研
究
そ
の
一
-

奈
良
時
代
の
上
皇
と

「後
院
」　
　
　
　
　

『史
窟
』
39
号
　
　
　
　
　
一
九
八
二
年
三
月

　
ー
後
院
の
研
究
そ
の
ニ
ー

東
朱
雀
大
路
と
朱
雀
河
　
　
　
　
　
　
　
　
『歴
史
公
論
』
85
　
　
　
　
一
九
八
二
年

一
二
月

「第

一
次
平
安
京
」
の
北
辺
部
分
　
　
　
　
　『京
都
市
史
編
さ
ん
通
　

一
九
八
二
年

一
二
月

　
-
初
期
平
安
京
の
構
造
そ
の
一
ー
　
　
　
信
』
塒

一
条
大
路
の
北
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『京
都
市
史
編
さ
ん
通
　

一
九
八
三
年

一
月

　
-
初
期
平
安
京
の
構
造
そ
の
ニ
ー
　
　
　
信
』
團

北
辺
坊
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『さ
う
ん
日
杢
又
化
』
8
　

一
九
八
三
年

一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
文
化
の
会
編
集
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史 窓

第
二
次
平
安
京
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　『京
都
市
史
編
さ
ん
通
　

一
九
八
三
年
二
月

　
-
初
期
平
安
京
の
構
造
そ
の
三
-
　
　
　
信
』
鵬

宮
城
十
四
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『京
都
市
史
編
さ
ん
通
　

一
九
八
三
年
三
月

　
-
初
期
平
安
京
の
構
造
そ
の
四
ー
　
　
　
信
』
鵬

東
朱
雀
大
路
と
朱
雀
河
　
　
　
　
　
　
　
　
『史
窩
』
40
号
　
　
　
　
　
一
九
八
三
年
三
月

一
条

一
坊
の
戸
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡京
都
市
史
編
さ
ん
通
　

】
九
八
三
年
四
月

　
-
初
期
平
安
京
の
構
造
そ
の
五
-
　
　
　
信
』
卿

北
辺
坊
の
終
焉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『京
都
市
史
編
さ
ん
通
　

一
九
八
三
年
五
月

　
i
初
期
平
安
京
の
構
造
そ
の
六
ー
　
　
　
信
』
鵬

光
明
子
の
立
后
と
そ
の
破
綻
　
　
　
　
　
　
『史
窟
』
41
号
　
　
　
　
　一
九
八
四
年
三
月

初
期
平
安
京
の
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『京
都
市
歴
史
資
料
館
　

一
九
八
四
年
六
月

　
-
第

一
次
平
安
京
と
第
二
次
平
安
京
ー
　
紀
要
』
創
刊
号

武
智
麻
呂
政
権
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
『古
代
文
化
』
37
-
10
　
　
一
九
八
五
年

一
〇
月

　
1

「内
臣
」
房
前
論
の
再
検
討
ー

参
議
論
の
再
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『史
林
』
69
巻
5
号
　
　
　
一
九
八
六
年
九
月

　
-
貴
族
合
議
制
の
成
立
過
程
-

議
所
と
陣
座
-
侯
議
の
成
立
過
程
1
　
　
　
『史
窩
』
必
号
　
　
　
　
　
一
九
八
七
年
三
月

大
仏
造
立
へ
の
道
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
女
子
大
学
宗
教

・　

一
九
九
〇
年
三
月

　
ー
聖
武
天
皇
の

「彷
径
」
五
年
ー
　
　
　
文
化
研
究
所

　
『研
究
紀
要
』
3

女
帝
論

(報
告
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
　

一
九
九

一
年

一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
タ
ー

皇
位
と
皇
統
ー
奈
良
朝
か
ら
平
安
朝
へ
ー
　
『史
窟
』
48
号
　
　
　
　
　
一
九
九

一
年
三
月

奈
良
時
代
に
お
け
る
天
皇
と
貴
族
　
　
　
　
筑
波
大
学
　
　
　
　
　
　
一
九
九
二
年
七
月

　
(報
告
)

瀬
戸
内
の
海
人
と
水
軍
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
内
海
歴
史
シ
ン
ポ
　

一
九
九
二
年

=

月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ウ
ム
　
　
　
　
　
　
　
広
島
県
因
島
市

女
帝
の
条
件

『京
都
市
歴
史
資
料
館
紀
　
京
都
市
歴
史
資
料
館
　
　
一
九
九
二
年

一
一
月

　
要
』
10
号

(開
館
10
周
年
記
念
論
集
)

長
岡
京
か
ら
平
安
京
へ

(報
告
)　
　
　
　

京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
　

一
九
九
三
年

一
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

究
所

散
位
と
職
事
i
律
令
官
司
制
の
形
成
ー

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
　

一
九
九
三
年

=

一月

　

(報
告
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
タ
ー

京
戸
の
存
在
形
態

『古
代
文
化
』
46
　
　
　
古
代
学
協
会
　
　
　
　
　
一
九
九
四
年
三
月

古
代
官
僚
制
の
形
成

(報
告
)　
　
　
　
　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
　

】
九
九
四
年

]
○
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
タ
i

道
鏡
の
復
権

『歴
史
と
人
物
』　
　
　
　
　

秋
田
書
店
　
　
　
　
　
　
一
九
九
四
年

「
二
月

女
御

.
中
宮

.
女
院
-
後
宮
の
再
編
成
-
　
晩
誠
社
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
五
年

一
〇
月

　

『論
集
平
安
之
学
』
三

天
皇
の
母
-
中
宮
論
1

(報
告
)　
　
　
　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
　

一
九
九
七
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
タ
ー

藤
原
氏
の
成
立

(報
告
)　
　
　
　
　
　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
　

一
九
九
七
年

一
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
タ
f

「斎
宮
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
　
　
　
　
　

斎
宮
歴
史
博
物
館
　
　
　
}
九
九
八
年

=

月

藤
原
氏
と
中
臣
氏

(報
告
)　
　
　
　
　
　

日
本
文
化
研
究
会
　
　
　

一
九
九
八
年

=

月

藤
原
氏
と
氏
寺
興
福
寺

(報
告
)　
　
　
　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
　

一
九
九
八
年

一
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
タ
i

日
本
古
代
の
女
帝
論

(報
告
)　
　
　
　
　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
　
ニ
○
○
○
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
タ
i

「平
安
京
の
都
市
づ
く
り
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
　
京
都
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
ニ
○
○
○
年

一
〇
月

　
ム

阿
衡
の
紛
議
-
上
皇
と
摂
政

・
関
白
ー
　
　
『史
窩
』
58
号
　
　
　
　
　
二
〇
〇
一
年
三
月

斎
宮
と
女
帝

(報
告
)
斎
宮
セ
ミ
ナ
ー
　
　
野
々
宮
神
社
　
　
　
　
　
二
〇
〇

一
年
九
月

古
代
の
難
波
ー
国
際
都
市
の
始
ま
り
ー
　
　
な
に
わ
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
　
ニ
○
〇

一
年

一
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
歴
史
博
物
館

道
鏡
ト
ー
ク
m
八
尾
ー
道
鏡
を
め
ぐ
っ
て
　
大
阪
府
八
尾
市
　
　
　
　
二
〇
〇
二
年
二
月

　
1

(シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
)

長
岡
京
と
桓
武
天
皇
1
と
く
に
内
裏
移
転
　
古
代
学
研
究
所
　
　
　
　
二
〇
〇
二
年
三
月

　
説
を
中
心
に
ー

　
古
代
学
研
究
所
研
究
報
告
第
七
輯

『長

　
岡
京
左
京
東
院
の
調
査
研
究
』
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平
安
京
と
京
都

(報
告
)　
　
　
　
　
　
　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
　
ニ
○
〇
二
年

=
一月

　
東
ア
ジ
ア
の
都
市
形
態
と
文
明
史
第
2ー
　
ン
タ
ー

　
回
研
究
集
会

(同
時
通
訳
)

持
統
天
皇
の
政
治
と
文
化
　
　
　
　
　
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
　
　
二
〇
〇
三
年

一
月

　
『日
本
女
性
文
学
史
』
(古
典
編
)

光
明
皇
后
と
仏
教
文
化
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
　
　
二
〇
〇
三
年

一
月

　
『日
本
女
性
文
学
史
』
(古
典
編
)

平
安
京
と
京
都
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
21
　
国
際
日
本
文
化
セ
ン
　
ニ
○
〇
四
年

一
月

　
集

『東
ア
ジ
ア
の
都
市
形
態
と
文
明
　
タ
i

　
史
』

孝
謙

.
称
徳
天
皇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
和
書
房
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
四
年
五
月

　
『東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
m

桓
武
天
皇
千
二
百
年
大
祭
記
念
シ
ン
ポ
ジ
　
平
安
神
宮
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
五
年
六
月

　
ウ
ム

河
内
の
秦
氏

『大
伊
奈
利
』
脚
号
　
　
　
　
伏
見
稲
荷
大
社
　
　
　
　
二
〇
〇
八
年

一
月

奈
良
ま
る
ご
と
歴
史
体
験
博

「女
帝
の
時
　
奈
良
県

.
奈
良
新
聞
主
　
二
〇
〇
九
年
三
月

　
代
」
(シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
)　
　
　
　
　
　

催

「
み
や
こ
」
の
歴
史

(シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
)　

社
団
法
人
関
西
経
済
連
　

二
〇
〇
九
年
八
月

　
関
西
ブ
ラ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
ー
関
西
ブ
ラ
　
合
主
催

　
ン
ド
の
構
築

・
発
信
に
向
け
て
-

鎮
護
国
家
の
森
祈
り
の
こ
こ
ろ
と
か
た
ち
　
京
都
府
亀
岡
市
　
　
　
　
二
〇
〇
九
年

一
〇
月

　
(シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
)

古
典
文
学
と
平
安
の
先
人

(シ
ン
ポ
ジ
ウ
　
京
都
市
　
　
　
　
　
　
　二
〇
〇
九
年

=

月

　
ム
)
古
典
の
祭
典
H

聖
武
天
皇
の
東
国
行
幸
　
　
　
　
　
　
　
　紫
香
楽
宮
跡
保
存
会
王
　
二
〇
〇
九
年

一
一
月

　
ー
謎
の
五
年
に
迫
る
1
　
　
　
　
　
　
　催

.
甲
賀
市
教
育
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会

・
雲
井
学
区
共
催

も
う

一
つ
の
万
葉
の
里
　
　
　
　
　
　
　
　
第
26
回
国
民
文
化
祭

・　

二
〇

一
〇
年
五
月

　
(シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
)　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
二
〇

一
一
年
プ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
京
都
府

子
孫
が
語
る
藤
原
不
比
等
公
　
　
　
　
　
　
奈
良
春
日
大
社
主
催
　
　
二
〇
一
〇
年
六
月

　
(シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
)

甦
れ
卑
弥
呼
王
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
城
遷
都

一
三
〇
〇
年
　
二
〇
一
〇
年
九
月

　
(シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
)　
　
　
　
　
　
　
　

記
念
事
業
協
会

・
櫻
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市

平
城
遷
都

=
二
〇
〇
年
祭
特
別
講
演
会
　
平
城
遷
都

=
二
〇
〇
年
　
二
〇
一
〇
年

一
〇
月

　
「平
城
宮
の
主
-
聖
武
天
皇
と
光
明
皇

記
念
事
業
協
会

(後

　
后
ー
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

援
)
毎
日
放
送

女
帝
と

『万
葉
集
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
『史
窟
』
68
号
　
　
　
　

二
〇
=

年
二
月

　
-
草
壁

「皇
統
」
の
創
出
-

藤
原
氏
i
皇
位
を
左
右
し
た
律
令
国
家
の
　
新
人
物
往
来
社
　
　
　
　
二
〇
一
二
年
七
月

　
覇
者
ー

　
『歴
史
読
本
』
五
七
巻
7
号

正
倉
院
フ
ォ
ー
ラ
ム

「光
明
皇
后
の
ま
な
　
読
売
新
聞
社

・
N
H
K
　
二
〇
一
二
年
九
月

　
ざ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
放
送
局
主
催

　
ー
正
倉
院
宝
物
に
思
い
を
託
し
て
I
」

　
(シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
)

　
　
　
　
　

〔史
料
翻
刻

・
注
釈

・
調
査
報
告
書
な
ど
〕

鳥
鼠
集
四
巻
書

(翻
刻
)　
　
　
　
　
　
　

『茶
道
文
化
研
究
』
(第
　

一
九
七
四
年
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
輯
)

京
都
府
古
文
書
等
緊
急
調
査
報
告
書

『曼
　
京
都
府
教
育
委
員
会
　
　
一
九
七
六
年
三
月

　
殊
院
鮎文糖目
録
』

御
堂
関
白
記

(注
釈
)　
　
　
　
　
　
　
　

『古
代
文
化
』
29
1
6
　
　
一
九
七
七
年
六
月

御
堂
関
白
記

(注
釈
)　
　
　
　
　
　
　
　

『古
代
文
化
』
30
1
1
　
　
一
九
七
八
年

一
月

御
堂
関
白
記

(注
釈
)　
　
　
　
　
　
　
　

『古
代
文
化
』
30
1
8
　
　
一
九
七
八
年
八
月

茶
湯
献
立
指
南

(翻
刻
)　
　
　
　
　
　
　

『京
料
理
の
歴
史
』
柴
　

一
九
七
九
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
書
店

普
斎
伝
書

(翻
刻
V　
　
　
　
　
　
　
　
　
『茶
道
文
化
研
究
』
(第
　

一
九
八
〇
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
輯
)
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史 窓

君
台
観
左
右
帳
記

・
御
飾
書
　
　
　
　
　
　
世
界
文
化
社
　
　
　
　
　
一
九
八
三
年

一
〇
月

　
(翻
刻
解
題
)
茶
の
湯
の
古
典
-

初
期
茶
道
主
要
史
料
集
成
　
　
　
　
　
　
　
小
学
館
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
四
年
六
月

　
茶
道
聚
錦
二
巻

新
撰
京
都
叢
書

(解
題
校
訂
)
第

一
〇
巻
　
臨
川
書
店
　
　
　
　
　
　
一
九
八
五
年
六
月

　
(
『都
の
に
ぎ
は
ひ
』
『西
京
繁
昌
記
』

　
『都
繁
昌
記
』
な
ど
)

御
堂
関
白
記
全
注
釈

(注
釈
〉
寛
仁
元
年
　
国
書
刊
行
会
　
　
　
　
　
一
九
八
五
年

一
二
月

新
撰
京
都
叢
書

(解
題
校
訂
)
第
三
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
七
年

一
月

　

(『京
華
要
誌
』)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

臨
川
書
店

桂
離
宮
御
殿
整
備
記
録
　
　
　
　
　
　
　

宮
内
庁
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
七
年
三
月

茶
道
史
序
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
談
社
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
七
年

一
〇
月

女
帝
と
斎
宮

『斎
宮
群
行
再
現
記
録
報
告
　
み
え
歴
史
街
道
フ
ェ
ス
　

一
九
九
九
年

一
月

　
書
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　

〔雑
誌

・
文
化
財
報
な
ど
〕

別
冊
太
陽

『京
都
』　
　
　
　
　
　
　
　

平
凡
社
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
七
年
三
月

幻
の
湖
都

・
大
津
京
　
　
　
　
　
　
　
　
集
英
社
　
　
　
　
　
　

一
九
八
三
年

=

月

　

『四
季
日
本
の
旅
8
　
北
陸
若
狭
近
江
』

京
外
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『京
都
の
文
化
財
地
図
　

一
九
八
四
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

帳
』
京
都
府
文
化
財
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
基
金

初
期
平
安
京
の
プ
ラ
ン
　
　
　
　
　
　
　

『文
化
財
報
』
47
号
　
　
一
九
八
四
年

=

月

　
ー
変
更
さ
れ
た
平
面
構
成
-
　
　
　
　
　
京
都
府
文
化
財
保
護
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金

別
業
の
世
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
文
堂
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
五
年
三
月

　

国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
別
冊

『京
都
』

週
刊
朝
日
百
科

『日
本
の
歴
史
』
16
　
　
　
朝
日
新
聞
社
　
　
　
　
　
一
九
八
六
年
七
月

　

-
金
閣
と
銀
閣

週
刊
朝
日
百
科

『日
本
の
歴
史
』
19
　
　
　
朝
日
新
聞
社
　
　
　
　
　
一
九
八
六
年

一
一
月

　

ー
か
ぶ
き
の
時
代

週
刊
朝
日
百
科

『日
本
の
歴
史
』
56
　
　
　
朝
日
新
聞
社
　
　
　
　
　
一
九
八
七
年
五
月

　
平
安
京
-
都
市
の
成
立
ー

週
刊
朝
日
百
科

『日
本
の
歴
史
』　
　
　
　

朝
日
新
聞
社
　
　
　
　
　
一
九
八
七
年
六
月

　
摂
関
制
と
藤
原
道
長

光
明
皇
后
と
天
平
文
化
　
　
　
　
　
　
　
　『興
福
寺
仏
教
文
化
講
　

一
九
八
八
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

座
』
50

乳
母
の
系
譜

『春
日
局
』　
　
　
　
　
　
　
角
川
書
店
　
　
　
　
　
　
一
九
八
八
年

一
〇
月

初
期
平
安
京
の
プ
ラ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
『京
都
の
文
化
財

ー
そ
　

一
九
九
〇
年

一
〇
月

　
-
変
更
さ
れ
た
平
面
構
成
1
　
　
　
　
　
の
歴
史
と
保
存
1
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
府
文
化
財
保
護
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金

桂
離
宮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
団
法
人
京
都
府
物
産
　

一
九
九
二
年

一
月

　
『京
の
れ
ん
』
38
　
　
　
　
　
　
　
　

協
会

平
安
京
が
都
に
な
る
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
平
凡
社
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
四
年
三
月

　
『太
陽
』
特
集
京
都
千
二
百
年

恭
仁
京
と
そ
の
時
代
　
　
　
　
　
　
　
　

『文
化
財
報
』
89
　
京
　

一
九
九
五
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
府
文
化
財
保
護
基
金

孝
謙
女
帝
と
道
鏡

(上
)　
　
　
　
　
　
　
『興
福
寺
仏
教
文
化
講
　

一
九
九
七
年

一
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

座
』
溜

孝
謙
女
帝
と
道
鏡

(下
)　
　
　
　
　
　
　

『興
福
寺
仏
教
文
化
講
　

一
九
九
七
年

一
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

座
』
翅

歴
史
の
愉
し
み
1
古
代
か
ら
現
代
へ
1
　
　
歴
史
書
懇
談
会
　
　
　
　
一
九
九
八
年
五
月

平
安
み
や
び
の
女
性
た
ち
　
　
　
　
　
　
　
『六
年
の
学
習
』
七
号
　

一
九
九
八
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
習
研
究
社

紫
式
部
物
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『六
年
の
学
習
』
七
号
　
一
九
九
八
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
習
研
究
社

興
福
寺
と
山
科
寺

(上
)　
　
　
　
　
　
　

『興
福
寺
仏
教
文
化
講
　
二
〇
〇
〇
年

一
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

座
』
珈

天
平
の
皇
帝

・
聖
武
天
皇
　
　
　
　
　
　
　講
談
社
　
　
　
　
　
　
　二
〇
〇

一
年

一
月

　
『本
』
%
巻
ー
1
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瀧浪貞子教授 略年譜 ・著作 目録

興
福
寺
と
山
科
寺

(下
)　
　
　
　
　
　
　

『
興
福
寺
仏
教
文
化
講
　
二
〇
〇

一
年

一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
座
』
鋤

孝
謙
女
帝
1

"男
帝
"
と
同
等
の
正
統
天
　
『
歴
史
と
旅
』
お
号
9
　
二
〇
〇

一
年
九
月

　
皇
と
し
て
即
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　秋
田
書
店

称
徳
女
帝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
歴
史
と
旅
』
28
号
9
　
二
〇
〇

一
年
九
月

　
-
道
鏡
と
の

「共
治
」
を
め
ざ
す
　
　
　
秋
田
書
店

「京
都
御
所
」
千
年
の
移
り
変
わ
り
　
　
　

J

ガ
イ
ド
マ
ガ
ジ

ン
　

ニ
○
〇

一
年

一
〇
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
京
都
』
幽
号
　
山
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渓
谷
社

西
京
の
夢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ま
ほ
ら
』
34
号
　
旅
　
二
〇
〇
三
年

一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
文
化
研
究
所

彷
裡
五
年
の
都
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　『
ぴ
ゅ
あ
は
う
す
』
2
　

二
〇
〇
三
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

ゅ
あ
は
う
す

元
正
天
皇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
や
ま
と
み
ち
』
80
　
　
二
〇
〇
五
年
三
月

　
-
聖
武
を
支
え
た

"美
貌
の
女
帝
"
1
　
東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社

女
帝
の
誕
生
ー
緊
張
緩
和
の
役
目
を
担
つ　

『飛
鳥
王
朝
史
』　
学
習
　
二
〇
〇
五
年
五
月

　
た

「
一
代
限
り
」
の
中
継
ぎ
1
　
　
　
　
研
究
社

古
代
の
女
帝

(上
)　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
興
福
寺
仏
教
文
化
講
　
二
〇
〇
六
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
座
』
蜥

古
代
の
女
帝

(中
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
興
福
寺
仏
教
文
化
講
　
二
〇
〇
六
年
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
座
』
説

古
代
の
女
帝

(下
)　
　
　
　
　
　
　
　

『
興
福
寺
仏
教
文
化
講
　
二
〇
〇
六
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
座
』
㎜

古
代
の
女
帝

(上
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
周
興
福
』
溜
　
　
　
　
　

二
〇
〇
六
年
九
月

孝
謙

(称
徳
)
天
皇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
や
ま
と
み
ち
』　
東
海
　
二
〇
〇
六
年
九
月

　
ー
呪
縛
さ
れ
た
女
帝
r
　
　
　
　
　
　
　
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

古
代
の
女
帝

(下
)　
　
　
　
　
　
　
　
　

『興
福
』
悩
　
　
　
　
　

二
〇
〇
六
年

一
二
月

女
帝
八
代
列
伝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斑
鳩
文
化
協
議
会
　
　
　
二
〇
〇
七
年
三
月

わ
た
し
の

"源
氏
物
語
千
年
紀
"　
　
　
　

『
本
郷
』
七
七
　
吉
川
　
二
〇
〇
八
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
文
館

平
城
遷
都
ー
元
明

.
元
正
天
皇
　
母
と
娘
　
『会
誌
』
33
　
奈
良
文
　
二
〇
〇
八
年

一
二
月

　
の
思
い
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　化
財
同
好
会

も
う

一
つ
の

『源
氏
物
語
』　
　
　
　
　
　
全
国
稲
荷
会
8
　
全
国
　
二
〇
〇
九
年
三
月

　
-
紫
式
部
の
挑
戦
-
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
荷
会

光
明
皇
后

(上
)
ー
幼
な
じ
み
の
夫
婦
1
　
『興
福
寺
仏
教
文
化
講
　
二
〇
〇
九
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

摩

鋤

光
明
皇
后

(下
)
1
阿
修
羅
へ
の
想
い
ー
　
『興
福
寺
仏
教
文
化
講
　
二
〇
〇
九
年

一
〇
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

座
』
錨

桓
武
天
皇
の
後
宮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　『平
安
楽
土
』
54
号
　
　
二
〇

一
二
年
九
月

　
-
渡
来
人
に
託
し
た
夢

(そ
の
一
)
1
　
平
安
神
宮

桓
武
天
皇
の
後
宮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『平
安
楽
土
』
55
号
　
　
二
〇

一
三
年

一
月

　
ー
渡
来
人
に
託
し
た
夢

(そ
の
二
)
ー

平
安
神
宮

道
鏡
と
称
徳
天
皇
の
都

「西
京
」　
　
　
　

『
W
a
o
1

Y

a
o　
二
〇
=
二
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
尾
の
入
り
口
』
大
阪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

府
八
尾
市

　
　
　
　
　

〔事
典
類
の
分
担
執
筆
〕

平
家
物
語
研
究
事
典

(市
古
貞
次
編
)　
　

明
治
書
院
　
　
　
　
　
　
一
九
七
八
年
四
月

京
都
事
典

(村
井
康
彦
編
)　
　
　
　
　
　
東
京
堂
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
九
年
三
月

京
都
市
の
地
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
凡
社
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
九
年
九
月

　
(日
本
歴
史
地
名
大
系
27
)

い
け
ば
な
総
合
大
事
典
　
　
　
　
　
　
　
　
主
婦
の
友
社
　
　
　
　
　
一
九
八
〇
年
三
月

歴
史
図
解
大
事
典
6

(日
本
の
歴
史
)　
　

小
学
館
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
一
年
三
月

京
都
大
事
典
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
交
社
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
四
年

二

月

国
史
大
辞
典
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
弘
文
館

茶
道
大
事
典
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
川
書
店
　
　
　
　
　
　
一
九
九
〇
年
五
月

平
安
時
代
史
事
典
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
川
書
店
　
　
　
　
　
　
一
九
九
四
年
四
月

日
本
歴
史
人
物
事
典
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
日
新
聞
社
　
　
　
　
　
一
九
九
四
年

一
一
月

全
文
全
訳
古
語
辞
典

(北
原
保
雄
編
)　
　

小
学
館
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
四
年

一
月

日
本
古
代
史
大
辞
典
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
和
書
房
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
六
年

一
月

　
(上
田
正
昭
監
修

・
編
集
)
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史 窓

　
　
　
　
　

〔書
　
　
　
評
〕

北
山
茂
夫
著

『平
将
門
』　
　
　
　
　
　
　

『歴
史
公
論
』
5
　
　
　
　
一
九
七
六
年
四
月

中
川
収
著

『奈
良
朝
政
治
史
の
研
究
』　
　

『史
学
雑
誌
』
悩
編
4
　

一
九
九
五
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号

目
崎
徳
衛
著

『貴
族
社
会
と
古
典
文
化
』　

『日
本
歴
史
』
鵬
号
　
　
　
一
九
九
六
年
二
月

北
村
優
季
著
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　『日
本
歴
史
』
猫
号
　
　
　
一
九
九
七
年
二
月

　
「平
安
京
1
そ
の
歴
史
と
構
造
1
』

吉
田
歓
著

『日
中
宮
城
の
比
較
研
究
』　
　

『歴
史
評
論
』
翻
　
　
　

二
〇
〇
三
年
九
月

朧
谷
寿
著

「藤
原
道
長
」　
　
　
　
　
　
　
京
都
新
聞
日
曜
日
朝
刊
　
二
〇
〇
七
年
六
月

春
名
宏
昭
著

『平
城
天
皇
』　
　
　
　
　
　

『日
本
歴
史
』
魍
　
　
　

二
〇

一
〇
年
五
月

　
　
　
　
　

〔図
録

・
年
表
な
ど
〕

皇
都
年
表

・
京
貫

一
覧
年
表
　
　
　
　
　
　
角
川
書
店
　
　
　
　
　
　
一
九
七
三
年

=

月

　
『古
京
年
代
記
』

里
内
裏
年
表

・
山
城
国
司

・
京
職
表
　
　
　
京
都
市
史
編
さ
ん
所
　
　

一
九
七
六
年

一
〇
月

　
『京
都
の
歴
史
』
十
巻

年
表
　
日
本
歴
史

(2
平
安
)　
　
　
　
　

筑
摩
書
房
　
　
　
　
　
　
一
九
八
〇
年
九
月

猪
名
川
町
歴
史
年
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
猪
名
川
町
　
　
　
一
九
八
五
年
三
月

源
平
ロ
マ
ン
展
記
念
図
録
資
料
　
　
　
　
　
平
家
五
都
市
会
議
　
　
　

一
九
八
五
年
三
月

原
平
安
京
-
土
御
門
の
謎
-
　
　
　
　
　
　
図
説
　
平
安
京

(村
井
　

一
九
九
四
年
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

康
彦
編
)
淡
交
社

平
安
遷
都

一
二
〇
〇
年
記
念
　
　
　
　
　
　
京
都
市
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
四
年
九
月

　
「甦
る
平
安
京
」

『源
氏
物
語
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
ガ
ス
歴
史
講
座
　
　
二
〇
〇
八
年

一
一
月

　
ー
虚
構
の
中
の
歴
史
-
資
料

(監
修
)

輝
け
る
天
平
の
女
帝
た
ち
　
　
　
　
　
　

大
阪
ガ
ス
歴
史
講
座
　
　
二
〇
〇
九
年

=

月

　
ー
そ
の
生
涯
と
役
割
-
資
料

(監
修
)

光
明
皇
后
ー
夢
と
祈
り
1
資
料

(監
修
)　

大
阪
ガ
ス
歴
史
講
座
　
　
二
〇
一
〇
年
九
月

平
安
京
か
ら
京
都
へ
　

　

　

　

　

　

大
阪
ガ
ス
歴
史
講
座

　
　
二
〇
=

年

一
〇
月

　
ー
王
朝
都
市
の
誕
生
-
資
料

(監
修
)

平
清
盛
と
そ
の
一
門
　
資
料

(監
修
)　
　

大
阪
ガ
ス
歴
史
講
座
　
　
二
〇
一
二
年

一
一
月

　
　
　
　
　

〔テ
レ
ビ

・
新
聞

・
そ
の
他
〕

藤
原
京
型
だ
っ
た
平
安
京
　
　
　
　
　
　
　
朝
日
新
聞
夕
刊
文
化
欄
　

一
九
八
三
年
三
月

拡
張
さ
れ
た
平
安
京
大
内
裏
　
　
　
　
　
　
毎
日
新
聞
朝
刊
　
　
　
　
一
九
八
四
年
八
月

天
平
の
華

・
光
明
皇
后
　
　
　
　
　
　
　
　N
H
K
テ
レ
ビ

(大
　

一
九
八
七
年
九
月

　
(平
城
京
ロ
マ
ン
の
旅
)　
　
　
　
　
　

阪
)

出
会
い
と
別
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『芽
陀
利
華
』
塒
号
　
　

一
九
八
八
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
女
子
大
学
宗
教
部

私
大
HZ
閃
O
閑
ζ
〉
目
0
2
　
　
　
　
　
　
　
『進
研
ス
コ
ー
プ
』
7
　

一
九
八
八
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
武
書
店

平
城
京
と
天
平
文
化
　
　
　
　
　
　
　
　

N
H
K
テ
レ
ビ

「
日
本
　

一
九
八
九
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
歴
史
」

平
安
京
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
H
K
テ
レ
ビ

「
日
本
　

一
九
八
九
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
歴
史
」

摂
関
政
治
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

N
H
K

「
日
本
の
歴
　

一
九
八
九
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
」

院
政
と
武
士
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
H
K

「
日
本
の
歴
　

一
九
八
九
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
」

古
代
国
家
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
テ
レ
ビ
　
高
校
講
　

一
九
九
〇
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
座

奈
良
の
都
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
テ
レ
ビ
　
高
校
講
　

一
九
九
〇
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
座

平
安
京
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
テ
レ
ビ
　
高
校
講
　

一
九
九
〇
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
座

平
安
貴
族
の
世
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
テ
レ
ビ
　
高
校
講
　

一
九
九
〇
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
座

武
士
の
登
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
テ
レ
ビ
　
高
校
講
　

一
九
九
〇
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
座

平
安
文
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
テ
レ
ビ
　
高
校
講
　

一
九
九
〇
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
座

古
代
国
家
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　教
育
テ
レ
ビ
　
高
校
日
　

一
九
九

一
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
史
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奈
良
の
都
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
テ
レ
ビ
　
高
校
日
　

一
九
九

一
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
史

平
安
京
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
テ
レ
ビ
　
高
校
日
　

一
九
九

一
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
史

平
安
貴
族
の
世
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
テ
レ
ビ
　
高
校
日
　

一
九
九

一
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
史

武
士
の
登
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
テ
レ
ビ
　
高
校
日
　

一
九
九

一
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
史

平
安
文
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
テ
レ
ビ
　
高
校
日
　

一
九
九

一
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
史

著
者
登
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
新
聞
朝
刊
　
　
　
　

一
九
九

一
年

=

月

に
ゅ
う
す
ら
う
ん
じ

(古
代
O
L
史
)　
　

朝
日
新
聞
夕
刊
　
　
　
　
一
九
九

一
年

=

月

に
ゅ
う
す
ら
う
ん
じ

(道
鏡
論
)　
　
　
　
朝
日
新
聞
夕
刊
　
　
　
　
一
九
九
二
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
日
新
聞
　
　
　
　
　
　
一
九
九
二
年
四
月

奈
良
の
都
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
テ
レ
ビ
　
高
校
日
　

一
九
九
二
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
史

平
安
京
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
テ
レ
ビ
　
高
校
日
　

一
九
九
二
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
史

王
朝
文
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
テ
レ
ビ
　
高
校
日
　

一
九
九
二
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
史

旅
人
と
家
持
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
テ
レ
ビ
　
高
校
日
　

一
九
九
三
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
史

最
澄
と
空
海
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
テ
レ
ビ
　
高
校
日
　

一
九
九
三
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
史

「古
代
の
女
帝
」
(イ
ン
タ
ビ
ュ
i
)　
　
　

京
都
新
聞

(文
化
財
)　

一
九
九
三
年
五
月

王
朝
政
治
の
脇
役
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
テ
レ
ビ
　
高
校
日
　

一
九
九
三
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
史

源
氏
と
平
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
テ
レ
ビ
　
高
校
日
　

一
九
九
三
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
史

「平
安
建
都

一
二
〇
〇
年
」
1
　
　
　
　
　

こ
の
人
と
語
る
1
　
京
　

一
九
九
三
年

一
〇
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
テ
レ
ビ

「平
安
建
都

一
二
〇
〇
年
」
2
　
　
　
　
　

こ
の
人
と
語
る
H
　
京
　

一
九
九
三
年

一
〇
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
テ
レ
ビ

京
戸
の
誕
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
日
新
聞
　
　
　
　
　
　
一
九
九
四
年

一
月

平
安
京
論
争
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
日
新
聞
　
　
　
　
　
　
一
九
九
四
年
四
月

平
安
朝
相
撲
節
会

(復
元
)　
　
　
　
　
　
平
安
遷
都

一
二
〇
〇
年
　
一
九
九
四
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
念
　
京
都
市

古
代
の
女
帝
　
誕
生
の
背
景
を
探
る
　
　
　
中
日
新
聞
　
　
　
　
　
　
一
九
九
四
年

一
〇
月

幻
の
都
紫
香
楽
宮
　
　
　
　
　
　
　
　
　産
経
新
聞
　
　
　
　
　

一
九
九
五
年
四
月

「歴
史
街
道
ス
ペ
シ
ャ
ル
」　
　
　
　
　
　

朝
日
放
送
テ
レ
ビ
　
　
　
一
九
九
五
年

一
〇
月

て
い
た
い
む
　
あ
さ
き
ゆ
め
み
し
　
　
　
　
『鴨
東
通
信
』
24
　
　
　
　
一
九
九
六
年

=

月

　
-
宮
城

一
〇
〇
〇
年
1

「
フ
ー
ズ

.
フ
i
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
日
新
聞
夕
刊
　
　
　
　
一
九
九
七
年
四
月

知
識
と
有
職
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　『券
陀
利
華
』　
　
　
　
　
一
九
九
七
年
四
月

進
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
i

(イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
)　

『ビ
ギ
ニ
ン
グ
』　
　
　
　

一
九
九
七
年
九
月

「最
後
の
女
帝
孝
謙
天
皇
」
著
者
イ
ン
タ
　
毎
日
新
聞
朝
刊
　
　
　
　
一
九
九
九
年

一
月

　
ビ
ユ
i

「西
国
街
道
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

趣
味
悠
々
歴
史
み
ち

・　

二
〇
〇
〇
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
く
ら
く
ウ
ォ
ー
キ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
　
教
育
テ
レ
ビ

恭
仁

.
紫
香
楽
へ
相
次
ぐ
遷
都
1
　
聖
武
　
『再
現
日
本
史
』
原
始

・　

二
〇
〇
二
年
二
月

　
天
皇
の

「真
意
」
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
　
奈
良
10
　
講
談
社

　
か

(イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
)

「宇
佐
八
幡
宮
神
託
事
件
」
道
鏡
は
な
ぜ
　
『再
現
日
杢
史
』
原
始

・　

二
〇
〇
二
年
三
月

　
皇
位
を
ね
ら
え
た
の
か

(
イ
ン
タ
　
奈
良
9
　
講
談
社

　
ビ
ュ
ー
)

難
波
の
夢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『券
陀
利
華
』
第
31
集
　
　二
〇
〇
二
年
四
月

聖
武
天
皇
の
実
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
日
新
聞
夕
刊
　
　
　
　
二
〇
〇
三
年

一
月

注
目
集
め
る
著
書

『女
性
天
皇
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
四
年

一
二
月

　
(イ
ン
タ
ビ
ュ
i
)

斎
王
夢
行
列
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
K
B
S
京
都
　
　
　
　
　
二
〇
〇
四
年

一
〇
月
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史 窓

女
性
天
皇
ど
う
考
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
日
新
聞

(主
張
提
言
　
二
〇
〇
五
年

一
月

　
(安
易
な

「前
例
論
」
は
禁
物
)　
　
　

討
論
の
場
)

平
安
神
宮
　
桓
武
天
皇

一
二
〇
〇
年
祭
り
　
京
都
新
聞

(宮
司
九
条
　
二
〇
〇
五
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
広
氏
と
対
談
)

女
性
天
皇
へ
の
論
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
経
新
聞
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
五
年
四
月

　
(男
帝
の
時
と
は
違
う
斎
王
)

『京
都
ア
カ
デ
ミ
ア
』
9
　
　
　
　
　
　
財
団
法
人
大
学

コ
ン
　
ニ
○
〇
六
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ソ
ー
シ
ア
ム
京
都

聖
武
天
皇
-
彷
復
五
年
の
真
実
-
　
　
　
　
聖
武
天
皇

一
二
五
〇
年
　
二
〇
〇
六
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
忌
記
念
講
演

新
日
曜
美
術
館

「天
平
の
深
き
絆

・
聖
武
　
N
H
K
教
育
テ
レ
ビ
　
　
ニ
○
〇
六
年

一
〇
月

　
天
皇
と
光
明
皇
后
」

女
帝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奈
良
新
聞
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
七
年
六
月

女
帝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
新
聞
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
六
年

そ
の
時
歴
史
は
動
い
た
　
　
　
　
　
　
　

N
H
K
テ
レ
ビ
　
　
　
　
ニ
○
〇
七
年
八
月

源
氏
物
語
は

「虚
構
の
中
の
正
史
」　
　
　

京
都
新
聞
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
七
年
四
月

古
代
を
彩
る
女
帝
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薬
師
寺
21
世
紀
ま
ほ
ろ
　
二
〇
〇
七
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ば
塾

(薬
師
寺
管
主
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
暎
胤
氏
と
対
談
)

桓
武
天
皇

・
ア
テ
ル
イ
そ
し
て
百
済
王
氏
　
読
売
新
聞
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
七
年
六
月

　
「古
代
の
都
ー
H
I
R
A
K
A
T
A
」

「女
帝
　
男
帝
の
中
継
ぎ
果
た
す
」　
　
　

読
売
新
聞
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
七
年
六
月

聖
武
天
皇
の
夢
と
紫
香
楽
宮
　
　
　
　
　
　
『甲
賀
市
史
』
第

一
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刊
行
記
念
講
演
　
甲
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
教
育
委
員
会

「古
代
大
和
を
彩
る
女
帝
た
ち
」　
　
　
　

奈
良
新
聞
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
九
年
四
月

平
城
遷
都

一
三
〇
〇
年

「奈
良
時
代
」
か
　
産
経
新
聞
朝
刊
特
集
　
　
二
〇

一
〇
年

一
月

　
ら
現
代
日
本
と
世
界
を
考
え
る

(イ
ン

　
タ
ビ
ュ
i
)

「
京
都
ま
な
び

の
系
譜
」

(
イ

ン
タ
　
京
都
新
聞
　
　
　
　
　
　二
〇
一
〇
年
四
月

　
ビ
ュ
i
)
(日
本
史
研
究

・
そ
れ
ぞ
れ

　
の
平
安
京
)

光
明
皇
后
と
聖
武
天
皇
　
　
　
　
　
　
　
　
(主
催
)
光
明
皇
后

一　

二
〇
一
〇
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
〇
年
遠
忌
奉
賛
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(後
援
)
平
城
遷
都

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
年
記
念
事
業
会

基
調
講
演

「万
葉
集
成
立
の
時
代
背
景
-

平
城
遷
都

一
三
〇
〇
年
　
二
〇

一
〇
年
五
月

　
女
帝
と
万
葉
集
ー
」　
　
　
　
　
　
　

祭

女
帝
と
万
葉
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
日
新
聞
　
　
　
　
　
　
二
〇

一
〇
年
七
月

平
城
京
遷
都

=
二
〇
〇
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　二
〇

一
〇
年

一
〇
月

　
「古
代
行
事
の
再
現
」
(監
修
)

平
城
京

・
幻
の
八
角
七
重
塔
　
　
　
　
　
　N
H
K
テ
レ
ビ
　
B
S
　
二
〇

一
〇
年

一
〇
月

　
ー
古
代
ニ
ッ
ポ
ン
最
後
の
女
帝
の
夢
1
　
2

夫
婦
の
絆
　
は
る
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
読
売
新
聞
　
　
　
　
　
　
二
〇

一
二
年
九
月
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